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外部刺激応答型ヒドロシリル化触媒としての利用

本触媒系は６０℃では全く反応せず、シラン、アルケンともに原料回収するが触媒は失
活せず、その溶液を１００℃に加温することにより、定量的に反応は進⾏する。
→温度刺激応答型ヒドロシリル化触媒として利⽤可能

外部刺激応答型ヒドロシリル化触媒と
しての鉄−⽩⾦混合⾦属微粒⼦触媒
（左図：60℃での反応、右図：60℃で
２４時間反応後100℃での反応；縦軸
は化合物1の原料回収(%), 化合物3およ
びテトラエトキシシラン(TEOS)の収率
(%)を⽰す）









Fe2O3 Pt NPs XPS測定 Pt 4f

⽩⾦ナノ粒⼦触媒の電⼦状態は

・酸化鉄触媒の有無
反応前(a),(c), 反応後(b)(d)

・ヒドロシリル化反応の収率
(b), (d)
にかかわらず変化していない







































謝辞

• 本発表の研究は、経済産業省未来開拓研究
プロジェクト「産業技術研究開発（革新的触媒
による化学品製造プロセス技術開発プロジェ
クト）」（2012～2013）および国立研究開発法

人新エネルギー・産業技術総合開発機構
(NEDO)「有機ケイ素機能性化学品製造プロセ
ス技術開発」（2014～2021）の一環として行わ
れた。

36


